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グを主運動とする WBV群 16名、ウォーキングを主運動とする W群 15名、対照（C）群 14名に設定し、
各運動が運動機能、下肢筋力に及ぼす影響について検討している。主要測定項目は、senior fitness test 
6 項目（アップ&ゴー、30 秒椅子立ち上がり、連続上腕屈伸、椅座位体前屈、バックスクラッチ）およ
び多関節複合動作による下肢筋力を測定している。課題 2は、課題 1の対象者のうち WBV群 16名、W群
13 名、C 群 14 名に対して、各運動が身体組成に及ぼす影響について検討している。主要測定項目は、
二重エネルギーX 線吸収法（dual-energy X-ray absorptiometry: DEXA）を用いて、頭部を除く全身重
量、全身脂肪率、全身脂肪量、全身除脂肪量、上肢除脂肪量、下肢除脂肪量および骨密度（bone mineral 
density: BMD）、頭部を除く全身、上肢、骨盤、下肢）を測定している。課題 3は、課題 1および課題 2
の WBVを提供された 16名に対し、BMIを基準に低 BMI群（＜22.0）6名、高 BMI群（≧22.0）10名に分
け、肥痩度との関係、WBV トレーニングの適応可能性について検討している。主要測定項目は、課題 1











































平成 29年 5月 11日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を実施した。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
